
(205)書籍とフォークロア

書
籍
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

I
近
世
の
人
々
の
撃
星
観
を
め
ぐ
っ
て
　
-

は
じ
め
に

文
化
八
年
(
一
八
二
)
七
月
へ
巨
大
な
撃
星
が
日
本
の
各
地
で

(
-
)

目
撃
さ
れ
た
。
こ
の
撃
星
は
四
ケ
月
に
渡
っ
て
出
現
し
'
関
連
す
る

記
録
が
数
多
-
残
さ
れ
て
い
る
。
次
に
紹
介
す
る
記
事
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
少
々
長
い
記
事
な
の
で
'
適
宜
省
略
し
っ
つ
引
用
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

文
化
八
末
の
歳
秋
七
月
中
旬
よ
り
へ
　
は
ふ
き
星
見
へ
し
、
(
中

略
)
斯
か
る
天
変
の
あ
る
は
'
善
な
る
こ
と
は
な
し
と
人
々
あ

や
し
み
け
る
か
'
却
而
豊
作
の
兆
な
り
L
や
、
(
中
略
)
　
又
ヲ

ロ
シ
ャ
国
と
い
へ
る
よ
り
我
国
へ
運
送
交
易
を
願
ひ
し
か
と
も
へ

(ゆ)

公
儀
に
て
御
よ
る
し
な
-
'
依
而
蝦
夷
沖
に
軍
船
を
浮
め
て
、

日
本
通
行
の
舶
を
奪
ひ
'
或
は
胞
を
な
ら
し
襲
ふ
の
よ
し
に
て
'

杉

岳
　
　
志

東
国
の
大
名
衆
、
蝦
夷
松
前
・
北
高
麗
な
と
へ
張
向
へ
し
な
と
'

い
ろ
/
ー
風
評
す
れ
共
へ
我
如
き
土
民
委
し
-
尋
問
ふ
へ
き
に

(太)

も
あ
ら
す
、
(
中
略
)
　
今
大
平
の
御
代
に
生
れ
合
せ
'
軍
役
に

煩
ふ
こ
と
も
な
く
、
百
姓
は
農
業
に
さ
い
出
精
す
れ
は
、
飲
食
へ

着
か
ふ
り
も
の
に
不
足
な
-
'
安
楽
に
暮
ら
し
居
る
こ
そ
へ
国

王
の
恩
沢
い
ふ
へ
く
も
な
し
へ
　
む
か
し
の
治
乱
を
糠
火
の
影
に

ね
む
り
な
か
ら
耳
に
ふ
れ
へ
豊
作
の
し
る
L
に
や
、
何
国
に
も

に
こ
り
酒
・
蕎
麦
切
と
餅
に
不
足
は
な
-
ち
(
中
略
)
　
等
星
も

い
つ
し
か
稲
星
様
と
愚
民
の
敬
へ
し
も
'
理
の
至
る
処
か
'

(
中
略
)
　
右
の
吾
人
は
'
三
才
囲
給
に
見
へ
し
を
愛
に
記
る
し
、

其
他
漢
書
等
は
し
の
こ
と
い
ろ
/
1
あ
り
L
も
、
天
変
は
能
き

こ
と
は
兄
へ
す
'
然
れ
共
豊
作
の
歳
に
逢
ふ
は
稀
な
る
こ
と
な

る
へ
し
へ
　
凶
変
し
て
吾
に
な
り
L
に
や
、
(
傍
線
引
用
者
。
以
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下
同
)

こ
の
一
文
は
越
後
国
三
島
郡
片
員
村
の
庄
屋
太
刀
川
喜
右
衛
門
の

手
に
な
る
も
の
で
、
彼
が
作
成
し
た
見
聞
記
録
『
や
せ
か
ま
ど
』
　
の

附
録
に
　
「
等
木
星
現
れ
し
こ
と
、
附
リ
豊
作
の
事
」
　
と
の
表
題
で
収

載
さ
れ
て
い
る
。
著
者
喜
右
衛
門
は
父
の
寺
子
屋
で
教
育
の
基
礎
を

身
に
付
け
た
後
へ
脇
野
町
陣
屋
の
手
代
清
水
軍
治
に
師
事
し
た
と
の

推
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
後
年
に
は
村
に
学
塾
「
朝
陽
館
」
を
興
し

(
3
)

て
師
を
招
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
知
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
喜
右
衛
門
に
と
っ
て
、
書
籍
を
参
照
す
る
の
は
ご
く
日
常
的
な
こ

と
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
彼
が
'
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
『
和
漢
三

才
図
会
』
　
(
省
略
し
た
引
用
部
分
か
ら
　
『
和
漢
三
才
図
会
』
　
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
)
　
等
の
書
籍
の
説
に
疑
念
を
差
し
挟
み
、
「
愚
民
」

の
敬
う
「
稲
星
様
」
な
る
事
象
の
妥
当
性
を
承
認
し
て
い
る
の
で
あ

る
。横
田
冬
彦
氏
は
益
軒
本
の
受
容
を
考
え
る
事
例
と
し
て
河
内
屋
可

正
を
取
り
上
げ
、
書
籍
に
依
拠
し
て
　
「
民
俗
」
　
の
レ
ベ
ル
を
否
定
す

d

る
姿
を
描
き
出
し
た
。
「
民
俗
か
ら
書
籍
へ
」
　
と
い
う
流
れ
は
'
近

世
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
極
め
て
妥
当
な
図
式
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

-
ク
ロ
な
視
点
に
立
て
ば
'
そ
れ
で
は
説
明
で
き
な
い
動
向
も
存
在

し
た
こ
と
を
喜
右
衛
門
の
事
例
は
物
語
っ
て
い
る
。
で
は
、
書
籍
の

説
に
触
れ
た
上
で
民
俗
的
な
も
の
を
選
択
す
る
と
い
う
事
態
を
'
一

体
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
果
た
し
て

特
殊
な
事
例
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
い
に
答
え
る
た
め
へ
本

(
5
)

稿
で
は
　
「
稲
星
」
を
軸
に
据
え
て
近
世
の
人
々
の
撃
星
観
を
検
討
す

る
。
そ
の
際
、
文
字
世
界
の
学
問
と
民
俗
が
接
触
す
る
中
で
相
互
に

(
6
)

及
ぼ
す
影
響
を
指
摘
し
た
塚
本
学
氏
、
「
民
俗
書
誌
論
」
を
提
唱
し
'

民
俗
レ
ベ
ル
で
も
書
物
を
受
容
し
て
書
き
伝
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に

(
7
)

し
た
小
池
淳
一
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
へ
　
「
稲
星
」
　
が
文
字
文
化
に
由

来
す
る
可
能
性
、
ま
た
文
字
文
化
に
入
り
込
ん
で
流
通
し
た
可
能
性

を
考
え
て
み
た
い
。

一
　
「
稲
星
」
と
そ
の
起
源

「
稲
星
」
　
と
は
い
か
な
る
現
象
な
の
か
。
天
文
書
や
大
雑
書
に
は

「
稲
星
」
　
な
る
語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
公

家
の
野
宮
定
晴
が
耳
に
し
た
噂
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

明
和
六
年
(
一
七
六
九
)
七
月
末
に
大
雪
屋
が
出
現
す
る
と
'
陰

陽
頭
土
御
門
泰
邦
は
洪
水
・
早
・
流
疫
・
皇
太
子
の
雁
病
・
「
撃

星
」
　
の
再
出
現
を
予
言
し
'
朝
廷
で
は
臨
時
の
御
神
楽
執
行
に
よ
っ

I
T
j
I

て
危
機
の
打
開
が
図
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
最
中
、
好
奇
心

旺
盛
で
筆
ま
め
な
定
晴
(
当
時
は
定
和
)
　
は
他
の
公
家
や
書
物
か
ら
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「
撃
星
」
　
に
つ
い
て
の
情
報
を
仕
入
れ
て
は
日
記
に
記
し
て
い
る
が
へ

そ
の
一
つ
に
次
の
よ
う
な
風
聞
が
あ
っ
た
。

(

カ

)

　

　

　

　

(

マ

マ

'

菖

カ

)

今
年
所
実
之
稲
不
虫
食
へ
　
民
間
　
兼
　
悦
秋
稼
之
、
豊
頃
君
へ

(
9
)

客
星
於
民
間
之
称
稲
星
へ
為
豊
年
之
瑞
喜
悦
云
て

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
'
公
家
社
会
に
不
安
を
も
た
ら
し
た
「
撃

星
」
　
が
　
「
民
間
」
　
で
は
　
「
稲
星
」
　
と
称
さ
れ
、
「
豊
年
之
瑞
」
　
と
し

て
民
衆
の
問
に
喜
び
を
も
た
ら
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
大
和

国
高
市
郡
曽
我
村
の
堀
内
長
玄
が
残
し
た
覚
書
に
も
「
明
和
六
年
丑

ノ
七
月
廿
日
頃
β
毎
夜
ほ
う
け
は
し
出
拾
ふ
う
此
儀
夜
半
時
分
β

明
ケ
六
ツ
前
迄
御
登
り
一
丈
ば
か
り
と
相
見
へ
へ
　
い
ね
た
ば
せ
た
る

様
成
御
登
り
に
て
'
い
な
ほ
L
と
も
言
成
り
へ
　
い
ね
作
綿
作
豊
年
と

(
2
)

相
見
へ
諸
人
悦
候
御
車
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

年
に
畿
内
の
民
衆
が
豊
作
を
告
げ
る
吉
兆
と
し
て
「
稲
星
」
を
歓
迎

し
た
の
は
間
違
い
な
い
。
定
晴
が
　
「
稲
星
」
と
の
名
称
に
通
じ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
は
記
載
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
'
こ
れ
は
民
衆
の

世
界
に
広
ま
っ
て
い
た
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

こ
の
　
「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
は
い
つ
頃
へ
　
ど
の
よ
う
に
し
て

生
ま
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
表
一
は
、
管
見
の
限
り
の
　
「
稲

星
」
及
び
類
似
の
記
録
を
一
覧
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
最
古
の
　
「
稲
星
」
出
現
記
録
は
寛
保
二
年
(
一
七
四

二
)
　
で
'
『
加
納
家
年
代
記
』
　
(
表
一
の
番
号
-
。
以
下
同
)
　
と
　
『
上

山
三
家
見
聞
日
記
』
　
(
番
号
2
)
　
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
加
納
家
年

代
記
』
は
天
明
四
年
(
一
七
八
四
)
頃
に
ま
と
め
ら
れ
た
年
代
記
へ

『
上
山
三
家
見
聞
日
記
』
は
覚
書
な
の
で
い
ず
れ
も
後
世
の
情
報
に

基
づ
い
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
現
時
点
で
は
寛
保
二
年
を

「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
初
出
年
と
し
て
お
き
た
い
。
翌
寛
保

三
年
(
一
七
四
三
)
　
の
記
録
は
作
成
さ
れ
た
地
域
が
広
範
な
上
、
内

容
も
亥
の
刻
か
ら
子
の
刻
ま
で
出
現
し
て
い
る
の
で
　
「
稲
星
」
と
い

う
名
称
だ
と
す
る
も
の
　
(
『
古
志
家
旧
記
永
代
録
』
へ
　
番
号
8
)
　
や
天

皇
が
「
い
な
ほ
し
」
と
名
づ
け
た
と
す
る
も
の
　
(
『
万
見
聞
記
録
』
、

番
号
9
)
　
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
「
稲
星
」
　
の

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
は
遅
-
と
も
寛
保
三
年
に
は
広
ま
っ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。「
稲
星
」
　
の
起
源
に
つ
い
て
番
号
9
の
　
『
万
見
聞
記
録
』
　
は
天
皇

が
　
「
い
な
ほ
し
」
と
名
づ
け
た
と
伝
え
る
が
'
そ
う
し
た
事
実
は
な

い
。
公
家
が
「
稲
星
」
と
の
名
称
に
馴
染
み
が
な
か
っ
た
こ
と
は
'

先
に
野
宮
定
晴
の
日
記
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
天
文
書
や
大
雑

書
に
　
「
稲
星
」
な
る
語
が
見
出
せ
な
い
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、

「
稲
星
」
　
は
朝
廷
や
幕
府
、
あ
る
い
は
学
者
に
由
来
す
る
も
の
で
は

な
く
、
民
衆
の
間
で
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
発
生
し
た
の
だ
ろ
う
。
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表一　近世における「稲星」一覧

番号 if- 西暦 史料名 星の名称 記事抜粋 出典

1 寛保 2年 1742
『加 納 家 年
代記』

稲穂星 「世仁稲穂星祝唱」
『石巻 の歴史』

q

2 寛保 2年 1742
『上 山三 家
見聞日記』

稲星 「江戸 ニテハ稲星と申よし」
『上山市史 資
料編』17

3 寛保 3年 1743
『加 納 家年
代記』

稲穂星 「稲穂星 ト唱」
『石巻 の歴史』
9

4 寛保 3年 1743
『関 口家 年
代Olij

稲星 「稲星出」
『静 岡県史 資
料編』12

5 寛保 3年 1743 『武江年表』稲星
「珍星西の方に現す (稲星 と 『増訂武江年表』
いふ)」 1

6 寛保 3年 1743
『本 藩 明 実

たか ら星 .
ホウ トウ星

.稲星

「俗たか ら星 と唱申候(中略)
老 中候 ホウ トウ星 と云之 (中 『みちの く双軍』

録』 略)豊年や甲にねつ く稲星の
八重ほうさきに玉そつ らなる」

45

7 寛保 3年 1743
『堀 村代 々 稲干(星) . 「稲干 (星) 共又常えみはし 『福知山市史
庄屋記録』 常えみほし 共諸人名付」 史料編』 1

s 寛保 3年 1743
『古 志 家 旧

稲星
「客星出ル、(中略) 亥ヨリ子 『府 中市 史』 3

記永代録』 迄出候故裁、稲星 と申習候」 近世編下

9 寛保 3年 1743
『万 見 聞 記
録』

いなほ し
「禁中様ニ而御祈繭有、 いな

はL と御名附拾 う故、京都中
いなほL ととない申候」

『朝 日町史 編集
資料』16

10 明和 6年 1769 『武江年表』稲星
「珍星現ず、 (中略) (稲屋 と 『増訂武江年表』

1いふ、学星也と云ふ)」

ll 明和 6年 1769
『野 宮定 暗

日記』
稲星 「客星於民間之称稲星」

『野営定時 日記』
48 (宮 内庁書陵
部所蔵)

12 明和 6年 1769
『堀 内長 玄
覚書』 いなほ し 「いなほL とも言成 り」

『大和国庶 民記
録 堀内長玄覚
書 .井上次兵衛
覚書』

13 明和 6年 1769 『見聞録』 稲星
「世上ニ而稲星云 目出度星な
り」

『枚方市史』 9

14 明和 6 年 1769 『半 日閑話』稲星
「世俗此形 ち稲の穂 に似たれ 『日本随筆大成』
ばとて稲星 と云」 〈第一期〉 8

15 明和 6年 769 『我衣』 稲星
「人皆稲星 といふ、又異 な星 『日本庶民 生活
とも云」 史料集成』15

16 明和 6年 1769 『摂陽奇観』稲星 「稲星 といふ珍星出て」 『浪速叢書』 4

17 明和 6年 1769 『続談海』 いな星

「豊年を民 にしらするいな星

のは ゝき持てこ箕てはかるほ 『内閣文庫 所蔵
と」「いな星 の田沼へ実の る
五千石主殿 も喜ふ家中豊年」

史籍叢刊』45

18 明和 6年 1769 『年代言己』 稲星
「世人稲星 ト唱、世上替無、
作毛存分ナラス」

『花巻市史 資
料編』矢沢地区
地方文書其之一

19 文化 4年 807
『玉 尾 家 永
代帳』

稲星 「噂ニ稲星 といふ」
『近江国鏡 村玉
尾家永代帳』

20 ヾit s ヰ 1811
『藤 岡屋 日
記』 稲星

「此度 出候は (中略) 稲星 と
申もの ゝよし」

『近世庶民生活
史料 藤岡屋 日

,d l 1

21 文化 8 年 1811
『や せ か ま 稲星

「帯星 もいつ しか稲星様 と愚 『小千谷市 史

ど』 民の敬へ しも」 史料集』

22 文政 2 年 1819
『猿 猿庵 日
記』

稲星
「珍屋顕る 、ゝ(中略) 光薄 き
flH中也」

『名古屋叢 書三

"M X II
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番号 年 西暦 史料名 星の名称 記事抜粋 出典

23 文政8年 1825 『摂陽奇観』稲星 「稲星出ル」 『浪速叢書』5

24 文政8年 1825
『猿狽庵 日
記』

いなはし 「いなはL といふ」
『日本都市生活
史料集成』4

25 嘉永6年 1853
『ききのま

にまに』
稲星 「俗説稲星と称す」

『未刊随筆百種』
6

26 嘉永6年 1853
『鐘奇斎 日

稲星
「撃星見ユ、稲星也、帯屋ニ

『鍾奇斎日々雑
記』11 (大阪市

雑々記』 非ス」 立中央図書館所
蔵)

27 嘉永6年 1853
『近来年代
記』

いね星
「或人目、(中略) いね星な
" J

『大阪市史史料』

2 近来年代記
(下)

28 嘉永6年 1853 『撃星説』
稲星.穂多
星

「世人交 謂々日稲星.穂多星、
其評未詳」

『撃星説』(東北
大学附属図書館
狩野文庫所蔵)

29 嘉永6年 1853 『柚日記』 豊年星
「ハウキ星を或人豊年星なり
と評す、又ハいづれ天変凶也
と中人もあり」

『柚日記』五番

.六番

30 安政5年 1858
『古志家旧
記続永代

.ォ.(

稲星
「旗星とか申出ル、稲星とも 『府中市史』3
中也」 近世編下

31 安政5年 1858 『撃星説』
稲星.穂多
星

「世人又交 謂々云稲星又穂多
星又等星又軍星、其評未詳」

『雪星説』(東北
大学附属Eg書館
狩野文庫所蔵)

32 安政5年 1858 『抽日記』 稲星
「ホウキ星ヲ見ル、(中略) 此
星初メハ稲星 卜云リ、凶星
也」

『袖日記』八番

.九番

33 安政5年 1858
『十日町市
史』所収史
料

稲星
「俗ニ帯星 .稲星等云 、々東
都ニ者世直し星与言」

『十日町市史
資料編』5、712

～3頁

34 安政5年 1858
『疫病雑話
街廼夢』 豊年星

「或人いふ、(中略) これハ豊
年星也との説」

『疫病雑話街廼
夢』(国立国会
図書館所蔵)

35 安政5年 1858
『真覚寺日
記』

豊年星 「多く豊年星と云触せとも」 『土佐群書集成』
22

36 安政5年 1858
『草刈玄水
暦書込 日
誌』

稲星
「一統稲星 卜唱へ候、大凶事 『新編中新田町
ノシルシト追々 勘弁ス」 史』上

37 文久元年 1861 『武江年表』稲星
「異星現はる、(中略) (稲星 『増訂武江年表』
とい31)」 2

38 文久元年 1861
『高木在中
日記』

いね星カ 「ロ (いカ) ね星初而出ル」
『幕末維新京都
町人日記 ー高
木在中日記- 』

39 文久元年 1861 『小梅E]記』ほう年屋
「かるき者らはほう年屋と唱

へ」
『小梅日記』1

40 文久元年 1861 『松宇日記』豊年星 「世俗豊年星云云」
『松宇日記』 48
(Eg立Eg会図書
館所蔵)

41 文久元年 1861
『永代万覚
控』

宜はし 「宜はし様か卜披察候」 『小浜市史 諸
家文書編』4

42 文久元年 1861
『大内家El
記』

稲星 「俗云、稲星様と唱ふ候也」
『宮城町誌 史
料編』
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し
か
し
、
起
源
の
は
っ
き
り
し
な
い
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
は
い
え
全

く
の
無
根
拠
で
形
成
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
何
ら
か
の
核
に
な

る
情
報
が
変
容
す
る
中
で
「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
が
誕
生
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
へ
　
そ
の
核
と
は
何
な
の
か
。
次
の
史
料

は
、
寛
保
二
年
の
　
「
稲
穂
星
」
出
現
を
伝
え
る
『
加
納
家
年
代
記
』

(
番
号
-
)
　
の
〓
即
で
あ
る
。

(
豊
保
元
年
)

二
幸
酉
十
二
月
廿
九
日
庚
申
・
節
分
・
年
越
金
水
木
性
大

成
年
上
元
星
二
当
吉
事
多
へ
　
後
花
園
院
御
芋
将
軍
義
勝
公
御
代

(
`
皿
カ
)

嘉
吉
三
幸
酉
極
月
晦
日
・
庚
申
・
節
分
三
百
一
年
上
元
星
三

百
余
年
二
而
適
々
星
金
水
木
三
性
守
護
星
今
西
ノ
方
江
出
申
由
へ

右
星
ハ
西
ノ
方
出
へ
　
此
外
夜
半
過
寅
卯
方
へ
ほ
う
き
星
出
ル
'

(
=
0

世
仁
稲
穂
星
祝
唱
、
(
後
略
)

辛
酉
の
年
で
あ
っ
た
寛
保
元
年
の
庚
申
・
節
分
・
大
晦
日
が
す
べ

て
辛
酉
に
当
た
っ
た
こ
と
か
ら
'
翌
成
年
へ
　
す
な
わ
ち
寛
保
二
年
は

「
金
水
木
性
」
　
の
人
に
と
っ
て
害
年
と
な
り
へ
　
彼
ら
の
守
護
星
と
し

て
　
「
上
元
星
」
が
出
現
し
た
。
そ
し
て
同
時
期
に
　
「
ほ
う
き
星
」
も

出
現
し
'
「
世
仁
」
は
そ
れ
を
「
稲
穂
星
」
と
称
し
た
と
い
う
。

詳
細
か
つ
具
体
的
に
「
上
元
星
」
を
説
明
す
る
こ
の
記
録
は
'
恐

ら
-
何
ら
か
の
文
字
情
報
に
由
来
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
美
濃
国
加

茂
郡
則
光
村
で
旗
本
滝
川
氏
の
在
地
代
官
が
記
し
た
『
御
用
万
日

記
』
　
の
寛
保
二
年
正
月
晦
日
条
に
も
「
一
、
北
東
え
害
へ
　
星
出
へ
　
光

長
ク
、
珍
敷
星
也
へ
上
元
星
卜
風
聞
也
」
と
あ
り
へ
　
伝
来
過
程
は
不

明
で
あ
る
も
の
の
　
「
上
元
星
」
　
の
噂
が
当
時
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が

(
2
)

確
認
で
き
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
に
へ
　
こ
の
　
「
上
元
星
」
　
の

風
聞
は
関
白
一
条
兼
香
の
下
に
ま
で
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
兼
香

の
日
記
か
ら
'
「
上
元
星
」
　
に
関
す
る
記
事
を
次
に
引
用
し
よ
う
。

関
東
之
天
文
方
渋
川
六
蔵
・
猪
飼
豊
次
郎
等
也
へ

此
間
西
之
方
二
当
珍
敷
星
出
現
へ
被
及
　
上
覧
相
考
指
上
候

様
こ
と
天
文
方
へ
被
仰
付
則
考
差
上
候
へ

上
元
星

右
文
亀
辛
酉
年
出
現
、
当
年
迄
三
百
1
年
。
当
庚
申
・
節
分
と

も
に
大
晦
日
文
亀
元
年
之
通
二
へ
後
柏
原
院
御
宇
・
尊
氏
卿

六
代
之
将
軍
義
教
卿
之
時
出
現
之
星
也
と
云
〝
'
成
年
土
水

木
性
之
人
甚
吾
瑞
也
と
云
々
へ

(
2
)

成
正
月
十
一
日

兼
香
は
寛
保
二
年
二
月
十
二
日
に
　
「
め
つ
ら
し
き
星
」
　
へ
の
対
処

(
2
)

法
を
考
察
す
る
よ
う
に
と
の
勅
書
を
受
け
取
っ
て
お
り
へ
　
こ
の
書
付

の
写
は
そ
の
後
の
情
報
収
集
の
過
程
で
入
手
し
た
も
の
ら
し
い
。
幕

府
の
天
文
方
が
差
し
出
し
た
書
付
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

「
当
年
迄
三
百
一
年
」
　
な
の
は
文
亀
元
年
　
(
一
五
〇
一
)
　
で
は
な
く

i H
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嘉
吉
元
年
(
一
E
I
四
一
)
　
で
あ
る
上
へ
天
皇
は
文
亀
元
年
当
時
の
後

柏
原
天
皇
へ
将
軍
は
嘉
吉
元
年
当
時
の
足
利
義
教
と
な
っ
て
い
て
、

甚
だ
素
性
の
怪
し
い
書
付
で
あ
る
。
幕
府
側
の
史
料
で
は
こ
の
よ
う

な
上
申
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ず
'
こ
れ
は
偽
文
書
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
た
と
え
こ
れ
が
偽
文
書
で
あ
っ
て
も
ち
　
こ
の
時
出
現
し
た

星
が
吉
星
で
あ
る
と
の
情
報
が
出
回
っ
て
い
て
'
そ
れ
が
関
白
の
下

に
ま
で
達
し
て
い
た
と
い
う
事
実
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
し
て
へ

『
加
納
家
年
代
記
』
　
で
は
「
ほ
う
き
星
」
「
稲
穂
星
」
と
は
別
に
出
現

し
た
屋
と
さ
れ
た
「
上
元
星
」
が
'
時
に
は
　
「
L
や
う
げ
ん
星
と
云

星
出
る
'
は
ゝ
き
星
の
こ
と
し
。
此
星
将
軍
義
教
の
時
代
、
嘉
吉
元

(
2
)

年
こ
あ
ら
は
る
」
と
い
う
具
合
に
当
星
そ
の
も
の
と
同
一
視
さ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
'
苫
屋
出
現
と
の
噂
と
目
に
付
き
や
す

い
撃
星
と
が
結
び
付
け
ら
れ
て
　
「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
が
誕
生

L
t
 
l
人
歩
き
を
始
め
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

寛
保
二
年
の
　
「
稲
星
」
出
現
は
二
月
へ
　
同
三
年
の
　
「
稲
星
」
出
現

は
十
二
月
で
あ
り
'
「
稲
星
」
　
は
眼
前
の
豊
作
か
ら
帰
納
的
に
導
か

れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
へ
　
こ
れ
は
豊
作
を
祈
念
す

る
民
衆
の
願
望
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
み
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
我
衣
』
　
に
よ
れ
ば
延
享
元
年
　
(
寛
保
四

(H)

年
)
　
は
豊
作
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
へ
寛
保
三
年
の
　
「
稲
星
」
は
そ

の
後
に
生
じ
た
現
実
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
明
和
六
年
に
は
冒
頭
に
引
用
し
た
『
野
宮
定
晴
日
記
』
　
に
措
か
れ

た
よ
う
に
　
「
稲
星
」
出
現
時
に
豊
作
に
恵
ま
れ
へ
　
「
稲
星
」
　
の

(S)

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
は
確
信
を
も
っ
て
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

二
　
「
稲
星
」
を
受
け
容
れ
る
人
々

「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
受
け
容
れ
た
の
は
ど
の
よ
う
な

人
々
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
寛
保
二
年
・
同
三
年
と
明
和
六
年
の
記

録
で
は
　
「
世
仁
」
　
(
番
号
-
)
・
「
民
間
」
　
(
番
号
H
)
・
「
世
俗
」

(
番
号
1
 
4
)
　
と
い
っ
た
言
葉
が
散
見
さ
れ
へ
　
記
録
者
自
身
は
　
「
稲
星
」

を
俗
説
と
し
て
退
け
る
事
例
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
一
方
へ
文

化
・
文
政
年
間
の
記
録
は
「
は
じ
め
に
」
　
で
取
り
上
げ
た
『
や
せ
か

ま
ど
』
を
除
い
て
俗
説
と
す
る
立
場
を
採
っ
て
お
ら
ず
へ
　
記
録
者
た

ち
は
　
「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
受
け
容
れ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
文
化
・
文
政
年
間
の
記
録
を
検
討
し
'
「
稲

星
」
説
採
用
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

化
政
期
に
は
文
化
四
年
(
一
八
〇
七
)
・
同
八
年
(
一
八
一

一
)
・
文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
・
同
八
年
(
一
八
二
五
)
　
の
計
四

回
「
稲
星
」
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
　
「
稲
星
」
　
の
記
録
を
概
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観
し
て
お
こ
う
。

文
化
四
年
の
　
「
稲
星
」
　
に
つ
い
て
は
へ
近
江
国
蒲
生
郡
鏡
村
で
農

業
経
営
を
行
い
つ
つ
米
穀
商
・
魚
肥
商
を
兼
営
し
た
富
農
玉
尾
家
の

永
代
帳
に
「
夕
暮
早
々
二
西
ノ
方
江
変
星
出
る
'
尤
辰
巳
の
方
江
前

(

後

光

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

2

)

さ
し
こ
ご
か
う
多
キ
出
る
'
噂
二
稲
星
と
い
ふ
」
と
あ
る
　
(
番
号

O
^
。
文
化
四
年
の
も
の
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
1
点
し
か

見
出
し
て
い
な
い
。

次
に
へ
文
化
八
年
(
一
八
一
一
)
　
の
　
「
稲
屋
」
は
江
戸
の
藤
岡
屋

由
蔵
が
「
成
亥
之
方
二
余
程
大
き
な
る
星
二
而
ぽ
っ
と
煙
り
之
ご
と

-
あ
か
り
-
出
候
へ
是
を
は
う
き
星
と
云
也
へ
然
れ
共
先
年
出
候
ほ

う
き
星
ハ
筋
の
中
二
こ
ま
か
な
る
星
多
-
有
之
候
、
此
度
出
候
は
煙

(
2
)

の
如
-
出
候
事
二
両
、
稲
星
と
申
も
の
1
よ
し
」
と
記
録
し
て
い
る

(
番
号
C
4
J
　
『
や
せ
か
ま
ど
』
　
の
　
「
稲
星
」
　
も
こ
の
年
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
へ
七
月
二
十
六
日
頃
か
ら
出
現
し
た
「
稲
つ
か
ね
た

ら
ん
や
う
な
る
星
」
が
　
「
豊
秋
の
し
る
し
」
　
で
あ
る
と
　
「
老
人
」
か

ら
聞
い
た
小
林
一
茶
が
'
「
人
並
や
亡
も
さ
わ
ぐ
は
1
き
星
」
「
豊
年

(&)

を
招
き
出
し
た
る
芭
哉
」
と
詠
ん
で
い
る
。
一
茶
は
「
稲
星
」
　
で
は

な
-
「
は
1
き
星
(
撃
星
)
」
と
す
る
が
'
「
老
人
」
は
「
稲
星
」
と

理
解
し
て
一
茶
に
説
明
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
へ
　
「
当
星
」

が
豊
年
の
し
る
し
だ
と
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
詳
し
い
こ
と

は
わ
か
ら
な
い
が
'
「
当
星
」
　
を
豊
作
の
兆
と
す
る
説
も
生
ま
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

文
政
二
年
の
記
録
は
尾
張
藩
士
高
力
種
信
に
よ
る
も
の
で
'
彼
の

『
猿
振
庵
日
記
』
　
に
　
「
珍
星
顕
る
1
。
夕
暮
よ
り
五
ツ
比
前
迄
へ
　
見

(S)

ゆ
る
。
光
薄
き
稲
星
也
」
　
(
番
号
2
2
)
　
と
あ
る
。
文
政
二
年
時
の

「
稲
星
」
　
の
記
録
も
管
見
の
限
り
こ
の
一
点
の
み
で
あ
る
。

文
政
八
年
は
同
じ
-
『
猿
狽
庵
日
記
』
　
に
　
「
珍
星
あ
ら
は
る
。
い

(S)

な
は
し
と
い
ふ
」
　
(
番
号
2
4
)
　
と
あ
る
ほ
か
へ
　
大
坂
の
歌
舞
伎
狂
言

作
者
・
戯
作
者
浜
松
歌
国
も
『
摂
陽
奇
観
』
に
「
巽
之
方
二
稲
星
出

(&)ル
」
　
(
番
号
2
3
)
　
と
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
同
年
九
月
二
十
五
日

に
初
日
を
迎
え
た
鶴
屋
南
北
の
歌
舞
伎
「
盟
三
五
大
切
(
か
み
か
け

て
さ
ん
ご
た
い
せ
つ
)
」
　
に
　
「
こ
の
頃
は
稲
星
が
出
る
は
め
で
た
い

(
3
)

の
」
と
の
〓
即
が
あ
る
の
も
、
こ
の
年
の
「
稲
星
」
に
言
及
し
た
も

の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
『
玉
尾
家
永
代
帳
』
　
は
文
化
四
年
の
星
を
　
「
稲
星
」
　
と
す

OS)

る
l
方
、
文
化
八
年
は
「
茅
屋
」
出
現
と
記
録
す
る
.
同
様
に
『
猿

(
8
)

接
庵
日
記
』
に
は
文
化
四
年
に
「
撃
星
あ
ら
わ
る
」
へ
同
八
年
に

「
珍
敷
星
見
ゆ
。
(
中
略
)
　
は
1
き
星
共
、
色
々
風
説
す
。
は
1
き
星

(
」
)

共
兄
へ
ず
」
へ
『
摂
陽
奇
観
』
に
は
文
化
四
年
・
同
八
年
の
両
年
と
も

(
2
8
)

「
撃
星
出
ル
」
　
と
あ
り
、
い
ず
れ
の
記
録
に
お
い
て
も
　
「
等
星
」
　
や

730
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「
撃
星
」
と
「
稲
星
」
は
別
物
と
さ
れ
て
い
る
。
『
藤
岡
屋
日
記
』
も

「
然
れ
共
先
年
出
候
ほ
う
き
星
ハ
筋
の
中
二
こ
ま
か
な
る
星
多
-
育

之
候
へ
　
此
度
出
候
は
煙
の
如
-
出
候
事
二
而
、
稲
星
と
申
も
の
ゝ
よ

し
」
と
や
は
り
「
は
う
き
星
」
と
「
稲
星
」
を
区
別
し
、
こ
の
時
の

現
象
は
「
稲
星
」
と
理
解
し
た
模
様
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
「
稲

星
」
　
は
　
「
撃
星
」
　
と
は
異
な
る
現
象
で
あ
り
'
「
稲
星
」
と
記
録
し

た
年
は
そ
の
現
象
を
「
稲
星
」
と
理
解
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て

「
稲
星
」
と
す
る
か
「
撃
星
」
「
ほ
う
き
星
」
と
す
る
か
の
分
か
れ
目

は
、
「
噂
二
稲
星
と
い
ふ
」
　
(
番
号
?
n
　
　
「
稲
星
と
申
も
の
ゝ
よ

し
」
(
番
号
S
)
　
　
「
い
な
ほ
L
と
い
ふ
」
(
番
号
2
4
)
と
の
記
録
内

容
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
'
「
稲
星
」
　
と
の
噂
が
広
ま
っ
て
い
る
か

否
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
'
化
政
期
に
入
っ
て
も
「
稲
星
」
　
の

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
は
音
声
情
報
の
形
態
で
伝
播
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
人
々
は
近
江
の
農
民
・
江
戸
の
町
人
・
尾
張

藩
士
・
大
坂
の
町
人
と
地
域
的
に
も
階
層
的
に
も
一
様
で
は
な
い
。

中
で
も
注
目
す
べ
き
は
尾
張
藩
士
の
高
力
種
信
で
も
彼
は
知
行
三
百

'

-

)

'

石
、
馬
廻
組
・
大
番
組
に
属
し
た
中
級
武
士
で
あ
っ
た
。
文
字
情
報

と
し
て
流
通
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
へ
　
「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

は
着
実
に
流
布
L
へ
武
士
層
に
ま
で
食
い
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

太
刀
川
喜
右
衛
門
が
撃
星
を
前
に
し
て
抱
え
た
葛
藤
を
理
解
す
る

に
は
'
こ
の
よ
う
な
「
稲
星
」
の
フ
カ
ー
ク
ロ
ア
の
広
ま
り
を
想
定

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
「
斯
か
る
天
変
の
あ
る
は
'
善

な
る
こ
と
は
な
し
と
人
々
」
が
「
あ
や
し
」
ん
で
い
た
と
い
う
か
ら
、

喜
右
衛
門
は
「
撃
星
-
凶
兆
」
と
い
う
図
式
を
内
面
化
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
凶
事
に
該
当
す
る
出
来
事
は
生
じ
ず
、

逆
に
豊
作
に
恵
ま
れ
る
。
そ
の
結
果
へ
喜
右
衛
門
は
『
和
漢
三
才
図

会
』
を
は
じ
め
と
す
る
書
籍
が
説
-
「
撃
星
-
凶
兆
」
説
を
放
棄
L
へ

「
愚
民
」
　
の
唱
え
る
　
「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
に
同
調
し
て
吉
兆

と
の
解
釈
を
選
択
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
'
豊
作
と
い
う
事
実
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
へ

凶
事
が
生
じ
て
い
な
い
と
の
認
識
が
'
凶
兆
か
ら
吉
兆
へ
の
転
換
に

は
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
喜
右
衛
門
は
撃
星
に
つ
い

て
思
い
を
め
ぐ
ら
す
中
で
'
凶
事
に
該
当
す
る
事
態
と
し
て
ロ
シ
ア

に
よ
る
蝦
夷
地
侵
攻
の
風
聞
に
思
い
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

(太)

風
聞
は
結
局
の
と
こ
ろ
「
今
大
平
の
御
代
に
生
れ
合
せ
'
軍
役
に
煩

ふ
こ
と
も
な
く
へ
百
姓
は
農
業
に
さ
い
出
精
す
れ
は
う
飲
食
へ
着
か

ふ
り
も
の
に
不
足
な
く
、
安
楽
に
暮
ら
し
居
る
こ
そ
、
国
王
の
恩
沢

い
ふ
へ
く
も
な
し
」
と
「
国
王
」
　
の
　
「
恩
沢
」
に
収
赦
し
て
し
ま
い
'

凶
事
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
喜
右
衛
門
は
「
今
太
平
の
御
　
m
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代
」
と
い
う
太
平
意
識
を
保
持
し
て
い
た
が
故
に
凶
事
が
発
生
し
て

い
な
い
と
の
結
論
に
到
達
し
'
書
籍
の
説
-
凶
兆
説
を
否
定
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
へ
　
喜
右
衛
門
の
選
択
は
　
「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

の
広
範
な
流
布
・
豊
作
・
「
今
太
平
の
御
代
」
と
の
認
識
と
い
う
時

代
状
況
に
規
定
さ
れ
た
'
歴
史
的
な
産
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
'

天
変
に
対
す
る
解
釈
に
は
時
代
性
や
記
録
者
の
立
場
が
刻
印
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
へ
　
今
後
は
個
々
の
事
例
に
即
し
て
解
明
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
作
業
を
通
じ
へ
記
録
者
た
ち
の
心
性

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

三
　
幕
末
期
の
人
々
と
聾
星

嘉
永
六
年
(
一
八
五
三
)
七
月
に
出
現
し
た
撃
星
を
「
稲
星
」
と

す
る
記
録
が
数
点
残
さ
れ
て
い
る
。
撃
星
が
出
現
し
た
の
は
天
保
十

四
年
(
l
八
四
三
)
以
来
十
年
振
り
だ
が
'
天
保
十
四
年
の
撃
星
は

星
の
部
分
が
地
平
線
に
沈
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
大
半
の
記
録
は
こ

れ
を
「
白
気
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
は
か
天
保
元
年
(
一
八
三

〇
)
・
同
六
年
(
一
八
三
五
)
　
に
も
撃
星
が
出
現
し
て
い
る
も
の
の
へ

い
ず
れ
も
小
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
'
目
撃
記
録
は
ほ
と
ん
ど
残

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
天
保
六
年
は
天
保
の
飢
鯉
の
最
中

で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
両
年
に
　
ぴ

「
稲
星
」
が
出
現
し
た
と
い
う
記
録
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
へ
　
「
稲
星
」
　
出
現
は
文
政
八
年
　
(
一
八
二
五
)
　
以
来
二

十
八
年
振
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

幕
末
期
に
は
こ
の
嘉
永
六
年
の
彗
星
を
皮
切
り
に
、
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
・
文
久
元
年
　
(
一
八
六
一
)
・
文
久
二
年
　
(
一
八
六

二
)
と
立
て
続
け
に
当
塁
が
出
現
し
た
。
こ
の
う
ち
比
較
的
規
模
の

小
さ
か
っ
た
文
久
二
年
の
W
l
星
は
「
稲
星
」
出
現
の
記
録
を
見
出
せ

な
い
が
へ
　
そ
の
ほ
か
の
当
星
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
「
稲
星
」
あ
る

い
は
「
豊
年
星
」
が
出
現
し
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
o
本
章
で

は
嘉
永
六
年
以
降
の
撃
星
出
現
時
に
書
籍
を
参
照
し
た
人
々
・
参
照

し
な
か
っ
た
人
々
の
撃
星
観
を
検
証
し
'
近
世
社
会
に
お
け
る
太
刀

川
喜
右
衛
門
の
位
置
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

-
　
書
籍
を
参
照
す
る
人
々

ま
ず
は
'
書
籍
を
参
照
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
事
例
か
ら
検
討

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
最
初
に
取
り
上
げ
る
の
ほ
う
水
戸
藩
の
国
学

者
西
野
宣
明
(
号
柾
芋
)
　
で
あ
る
。
宣
明
は
小
山
田
与
清
の
門
下
と

い
わ
れ
へ
嘉
永
六
年
・
安
政
五
年
・
文
久
元
年
は
い
ず
れ
も
江
戸
の
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彰
考
館
の
和
学
局
に
出
仕
し
て
い
る
。
学
者
で
あ
る
宣
明
が
「
稲

星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
否
定
す
る
こ
と
は
元
よ
り
予
想
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
'
彼
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
　
「
稲
星
」
　
の

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
否
定
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

嘉
永
六
年
の
撃
星
に
対
す
る
解
釈
は
、
「
撃
星
光
芭
指
斗
柄
へ

・

・

・

;

・

p

人
々
相
奇
へ
是
　
大
将
軍
尭
去
之
兆
夫
、
昨
夜
御
所
労
被
　
仰
出

(
3
)

也
」
　
(
七
月
十
七
日
条
)
　
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
目
撃

直
前
に
将
軍
家
慶
重
篤
と
の
情
報
を
入
手
(
実
際
は
既
に
六
月
二
十

二
日
に
死
去
)
　
し
た
こ
と
か
ら
'
将
軍
死
去
の
兆
と
理
解
し
て
い
る
。

同
時
期
に
は
ペ
-
I
が
来
航
し
て
い
た
が
、
宣
明
の
解
釈
が
そ
ち
ら

に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

続
く
安
政
五
年
の
撃
星
に
つ
い
て
は
へ
　
八
月
十
五
日
に
「
蓋
シ

疑
ハ
起
ル
ナ
ラ
ン
三
於
天
帝
之
払
'
二
五
ハ
乱
l
也
蔦
へ
猶
記
レ
之
備
二
後
ノ

(
3
)

考
l
也
」
　
と
の
解
釈
を
下
し
て
い
る
0
　
「
兵
乱
」
　
と
は
'
迫
り
-
る

西
洋
列
強
と
の
戦
争
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
嘉
永
六
年
は
将
軍
の
死

を
示
す
凶
兆
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
　
こ
ち
ら
は
「
兵
乱
」
を
払
う
吉

兆
と
の
解
釈
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
解
釈
に
お
い
て
も
書
籍
を
参
照
し

た
形
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
宣
明
は
「
撃
星
-
兆
」

と
の
　
「
撃
皇
」
観
を
何
ら
か
の
方
法
で
既
に
内
面
化
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
安
政
五
年
の
場
合
は
こ
の
解
釈
で
落
着
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
の
十
日
後
の
二
十
五
日
に
書
籍
を
参
照
し
て
'
「
撃
星
」

に
関
す
る
説
を
引
き
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
安
政
五
年
八
月
)
　
廿
五
日
へ
　
陰
雨
、
出
向
前
社
参
へ
　
局
中
昨

夜
及
二
撃
星
之
談
∴
按
漢
土
所
謂
長
星
之
類
臭
、
史
記
云
長

庚
如
二
l
匹
布
一
著
レ
天
へ
　
此
星
見
兵
起
至
へ
　
尤
妖
星
也
へ
　
追

夜
勃
々
然
臭
,
撃
星
音
遂
ス
ィ
,
新
訂
云
髄
無
レ
光
仮
.
白
之
光
.
,

故
夕
見
則
東
二
指
農
見
則
西
二
指
へ
光
だ
所
レ
及
為
二
災
変
う
.
A
'

此
説
是
也
、
草
屋
又
云
蓬
星
へ
　
左
伝
註
云
光
だ
短
其
光
四
出

蓬
々
勃
々
へ
晋
書
天
文
志
云
出
則
有
乱
臣
云
云
'
可
慎
戒
也
へ

「
局
中
昨
夜
及
二
撃
星
之
談
こ
と
あ
る
の
で
、
和
学
局
の
面
々
か

ら
書
籍
の
説
を
紹
介
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
加
え
、
九
月
一

日
に
も
書
籍
か
ら
の
抜
書
を
行
っ
て
い
る
。

(
九
月
)
朔
'
天
気
快
晴
へ

(
中
略
)

今
夜
撃
星
出
大
角
之
左
七
度
余
へ
光
芭
数
丈
也
へ
左
伝
云
天
之
有

望
以
除
積
也
へ
親
長
記
文
明
三
年
十
二
月
四
日
例
、
緯
軍
石
壁
星
色

蒼
者
王
侯
破
、
赤
老
成
起
、
三
才
図
会
云
当
星
凡
巌
見
東
方
別

(
マ
マ
)

だ
西
指
へ
夕
見
見
t
j
西
方
一
別
だ
東
指
而
従
二
千
日
一
也
へ
　
日

久
則
勢
尽
力
衰
故
撃
星
章
星
無
I
t
百
日
不
レ
滅
者
t
へ
　
凡
撃
星
見

Ijj
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必
主
二
大
風
大
早
地
震
災
疾
一
夫
へ

こ
の
両
日
に
名
前
の
挙
が
っ
た
書
物
は
『
史
記
』
『
左
伝
註
』
『
晋

書
天
文
志
』
『
左
伝
』
『
親
長
記
』
『
緯
書
』
『
三
才
E
g
I
会
』
　
の
計
七
点

で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
へ
　
『
三
才
図
会
』
　
か
ら
の
引
用
と
さ
れ
て
い

る
「
撃
星
凡
員
見
東
方
則
モ
西
指
」
以
下
の
記
述
は
中
国
の
　
『
三
才

E
a
会
』
　
に
は
み
ら
れ
ず
'
こ
れ
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
か
ら
の
引
用

/;,・:)

で
あ
る
。
「
左
伝
云
天
之
有
賀
以
除
積
也
」
「
緯
書
云
撃
星
色
蒼
者
王

侯
被
へ
赤
者
賊
起
」
　
の
二
節
も
『
和
漢
三
才
図
会
』
　
に
収
載
さ
れ
て

お
り
へ
同
書
か
ら
引
用
し
た
の
だ
ろ
う
。
問
に
挟
ま
れ
た
「
親
長
記

文
明
三
年
十
二
月
E
l
日
例
」
　
の
〓
即
が
気
に
な
る
が
'
異
体
的
な
内
容
を

引
用
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
'
こ
れ
も
何
ら
か
の
書
物
か
ら

の
引
き
写
し
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
八
月
二
十
五
日
条
に
は
『
史
記
』
『
左
伝
註
』
『
晋
書
天
文

志
』
　
の
三
書
の
説
が
抜
書
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
ち
ら
は
実
は
『
合
類

大
節
用
集
』
　
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
'
『
合
類
大

節
用
集
』
の
「
享
星
」
の
項
に
は
「
又
云
蓬
星
、
闇
㈲
圏
石
光
だ

短
シ
テ
其
光
四
出
蓬
々
勃
々
へ
閣
園
冨
ル
則
有
二
乱
臣
l
」
と
あ

り
、
引
用
書
目
を
含
め
て
『
松
宇
日
記
』
　
の
記
事
と
完
全
に
一
致
し

(S)

て
い
る
o
「
長
星
」
と
「
準
星
」
の
項
の
記
載
内
容
も
『
松
宇
日
記
』

CIO)

と
一
致
し
て
い
る
の
で
'
八
月
二
十
五
日
条
の
記
事
は
『
合
類
大
節

用
集
』
か
ら
引
き
写
し
た
も
の
と
断
言
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
七
点
も
　
桝

の
書
名
を
日
記
に
挙
げ
な
が
ら
へ
宣
明
が
実
際
に
　
「
撃
星
」
出
現
に

際
し
て
参
照
し
た
の
は
　
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
　
『
合
頬
大
節
用
集
』

と
い
う
二
点
の
参
考
書
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
宣
明
は
こ
の
二
書
を
通
じ
て
へ
当
初
「
兵
乱
」
を
払

う
吉
兆
と
解
釈
し
た
「
撃
星
」
が
凶
兆
で
あ
る
と
再
認
識
し
た
に
違

い
な
い
.
安
政
五
年
の
撃
星
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
解
釈
を
記
し
て

い
な
い
が
'
文
久
元
年
(
l
八
六
l
)
　
に
再
び
「
撃
星
」
が
出
現
す

る
と
'
「
当
時
対
州
魯
夷
上
陸
、
及
二
乱
妨
一
之
由
へ
　
是
以
撃
星
相
顕

ナ
ラ
ン
ヤ
'
又
以
二
分
野
一
推
レ
之
五
畿
内
在
二
摂
州
一
、
英
夷
将
ニ
レ

(
」
)

入
二
摂
州
1
之
由
へ
聯
非
レ
無
三
共
所
二
由
来
1
也
」
(
五
月
二
十
五
日

秦
)
・
「
去
月
以
来
対
州
異
人
上
陸
、
及
乱
妨
'
又
三
州
吉
田
之
浜

仏
夷
上
陸
候
由
風
聞
、
不
穏
者
、
蓋
妖
星
其
兆
ナ
ラ
ン
ヤ
」
　
(
六
月

朔
日
条
)
と
「
撃
星
」
を
「
異
人
上
陸
」
　
の
兆
と
解
釈
し
て
い
る
。

宣
明
は
西
洋
近
代
天
文
学
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

日
記
の
本
文
中
に
は
西
洋
近
代
天
文
学
に
関
す
る
記
述
が
見
当
た
ら

な
い
も
の
の
へ
　
文
久
元
年
の
日
記
の
m
]
録
に
は
　
「
世
上
兵
乱
兆
卜
云

伝
ト
雌
へ
於
西
洋
無
異
論
ト
云
也
」
と
あ
る
。
ま
た
へ
同
年
七
月
三

(
c
o
>

日
に
は
　
「
世
俗
豊
年
星
云
云
'
熟
考
不
然
対
州
変
災
也
」
　
と
記
し
て

お
り
へ
先
に
検
討
し
た
書
籍
の
ほ
か
に
西
洋
の
説
や
「
世
俗
」
　
の
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(
3
8
)

「
豊
年
星
」
説
に
も
接
し
て
い
た
。
し
か
し
『
和
漢
三
才
周
会
』
と

『
合
類
大
節
用
集
』
　
に
示
さ
れ
た
　
「
撃
星
=
凶
兆
」
　
説
が
西
洋
列
強

の
接
近
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
以
上
へ
　
西
洋
の
説
や
「
豊
年

星
」
説
が
採
用
さ
れ
る
余
地
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
は
い
え
へ
水
戸
藩
の
国
学
者
で
あ
る
宣
明
は
、
仮
に
書
籍
の
説

が
現
実
に
合
致
し
な
く
て
も
「
世
俗
」
　
の
　
「
豊
年
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
を
選
択
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
へ

他
の
文
化
層
に
お
い
て
は
書
籍
を
参
照
し
た
上
で
「
稲
星
」
を
選
択

す
る
事
態
は
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
京
都
四
条
大
宮
町
で
質

屋
を
営
む
町
人
高
木
在
中
(
鍵
屋
長
五
郎
)
　
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
'

こ
の
点
を
追
究
し
た
い
。
嘉
永
六
年
の
日
記
は
存
在
し
な
い
の
で
'

安
政
五
年
と
文
久
元
年
の
記
事
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

安
政
五
年
の
日
記
に
　
「
ほ
を
き
星
」
出
現
と
の
情
報
が
現
れ
る
の

は
八
月
十
三
日
条
だ
が
、
書
籍
を
参
照
す
る
の
は
十
八
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
い
か
な
る
事
情
に
よ
っ
て
生
じ
た
の

か
、
日
記
か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
十
四
日
に
将
軍
家

定
死
去
に
伴
う
鳴
物
停
止
が
触
れ
出
さ
れ
て
い
る
の
で
'
将
軍
の
死

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

十
八
日
条
の
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(
安
政
五
年
八
月
)
　
十
八
日
。
晴
天
。
夜
曇
。
撃
星
諸
本
相
知

ら
べ
候
所
凶
星
也
。
大
風
地
震
大
水
火
疾
之
表
也
。
又
王
侯
破

(S)

と
有
。
乍
併
学
星
長
屋
盾
ハ
か
る
く
心
得
べ
し
。

在
中
は
参
照
し
た
書
籍
を
「
諸
本
」
と
記
す
の
み
で
'
残
念
な
が

ら
異
体
的
な
書
籍
名
は
わ
か
ら
な
い
。
「
大
風
地
震
大
水
火
疾
之
表

也
。
又
王
侯
被
と
有
。
乍
併
草
屋
長
屋
β
ハ
か
る
く
心
得
べ
し
」
と

の
記
録
内
容
に
最
も
近
い
の
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
　
の
　
「
凡
撃
星

見
レ
テ
必
主
ル
二
大
風
大
早
地
震
災
疾
ヲ
一
夫
へ
　
長
星
最
為
レ
凶
、
李
星

(
3
)

特
二
重
シ
」
　
で
あ
る
が
'
『
和
漢
三
才
図
会
』
　
に
は
存
在
し
な
い
　
「
大

水
火
」
　
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
　
以

外
の
書
籍
も
参
照
し
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

安
政
五
年
時
は
出
現
当
初
か
ら
　
「
は
を
き
星
」
　
「
撃
星
」
　
で
表
記

が
一
貫
し
て
い
る
の
に
対
し
'
文
久
元
年
の
場
合
は
五
月
二
十
四
日

に
　
「
□
ね
星
初
而
出
ル
」
　
と
記
し
て
い
る
。
「
□
ね
星
」
　
と
は
　
「
い

ね
星
」
　
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
'
こ
の
年
は
　
「
稲

星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
日
記
に
書
き
留
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
'
こ
れ
は
在
中
が
「
稲
星
」
を
受
け
容
れ
た
こ
と
を
意
味
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
二
十
六
E
I
j
以
降
の
表
記
が
　
「
当
星
」
　
に
統
l
さ

れ
て
　
「
い
ね
星
」
　
は
姿
を
消
す
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
二
十
四
日
の

「
い
ね
星
」
　
は
風
聞
を
そ
の
ま
ま
記
録
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
そ
の
後
に
星
を
実
見
し
、
「
当
星
」
　
と
の
判
断
を
下
し
た
も
の

735
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と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
'
在
中
も
宣
明
と
同
様
に
書
籍
の
説
を
採
用

し
'
巷
間
に
広
ま
っ
て
い
た
　
「
稲
星
」
説
を
採
用
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

下
野
国
今
市
に
設
置
さ
れ
た
報
徳
役
所
で
は
安
政
五
年
八
月
二
十

八
日
に
「
李
星
」
が
目
撃
さ
れ
へ
　
そ
の
日
の
同
役
所
日
記
に
は
「
l
'

享
星
成
ノ
方
に
出
甚
大
也
へ
人
を
し
て
心
を
駁
か
し
む
'
其
光
i
t
J
東

北
に
向
ふ
'
是
よ
り
先
既
に
出
し
よ
し
聞
L
も
雲
夜
多
-
終
に
不
能

兄
へ
　
今
夕
始
て
見
つ
、
過
日
中
朝
出
で
し
李
猶
出
る
欺
'
両
三
日
前

見
つ
者
有
り
'
鴫
呼
学
星
の
頻
り
な
る
は
何
ぞ
や
'
国
家
災
有
る
之
(
3
)

兆
平
へ
謹
め
や
'
李
の
日
を
去
ル
事
弐
拾
三
度
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
記
は
報
徳
門
下
数
十
人
の
手
に
な
る
と
い
う
事
情
か
ら
、
こ

れ
が
誰
に
よ
る
記
録
な
の
か
詳
ら
か
で
な
い
。
「
李
星
」
　
と
の
名
称

及
び
表
記
を
口
頭
で
受
容
し
た
と
は
考
え
に
-
い
の
で
へ
　
こ
の
記
録

者
は
書
籍
を
通
じ
て
天
文
の
知
識
を
獲
得
し
た
の
だ
ろ
う
。

土
佐
国
高
岡
郡
宇
佐
村
の
真
覚
寺
住
職
井
上
静
照
の
場
合
へ
　
八
月

二
十
一
日
に
周
囲
で
既
に
噂
と
な
っ
て
い
た
星
を
目
撃
し
た
。
彼
は

こ
の
星
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

人
皆
撃
星
と
称
す
れ
共
予
ハ
撃
こ
あ
ら
す
と
恩
へ
り
、
先
年
京

フ

ウ

モ

都
二
於
て
天
文
家
の
評
せ
る
風
母
二
似
た
る
も
の
に
て
'
是
を

仏
説
に
て
考
る
こ
華
厳
経
二
一
国
人
感
一
t
悪
縁
l
則
彼
当
土
ノ
衆

生
観
二
諸
ノ
一
切
不
祥
l
或
ハ
見
二
牽
挟
撃
幸
一
と
あ
る
華
星
な
る

へ
き
平
へ
　
多
く
豊
年
星
と
云
触
せ
と
も
是
多
分
殊
星
に
し
て
決

(
3
)

し
て
瑞
星
ニ
ハ
あ
ら
さ
る
へ
し
、

静
照
が
こ
の
星
は
　
「
撃
星
」
　
で
は
な
い
と
判
断
し
た
根
拠
は
定
か

で
は
な
い
が
、
『
華
厳
経
』
　
に
依
拠
し
て
　
「
仏
説
」
　
に
基
づ
き
考
察

し
た
結
果
へ
　
こ
の
星
は
「
豊
年
星
」
　
で
は
な
-
「
狭
星
」
　
で
あ
る
と

の
結
論
に
至
っ
て
い
る
。
静
照
も
書
籍
の
説
を
選
択
し
'
「
稲
星
」

の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
こ
と
に
'
安
政
五
年
の
撃
星
を
凶
兆
と
理
解
し
た
高

木
在
中
と
井
上
静
照
は
同
年
の
コ
レ
ラ
流
行
に
は
ま
だ
直
面
し
て
い

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
　
書
籍
の
　
「
撃
星
=
凶
兆
」
説
を
選
択

(
4
3
)

し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
複
合
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

個
別
事
例
の
詳
細
な
検
討
が
積
み
重
ね
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
一
つ
に
は
、
幕
末
期
の
不
穏
な
空
気
が
撃
星
を
凶
兆
視
す
る
書
籍

の
説
に
合
致
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
文
化
八
年
時
の
太

刀
川
喜
右
衛
門
が
現
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
「
稲
星
」
　
へ
と
傾

い
て
い
っ
た
の
と
同
じ
く
へ
彼
ら
は
現
実
が
書
籍
に
適
合
す
る
が
故

に
書
籍
の
説
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
選
択
か
ら
は
'
当
時
の

社
会
情
勢
に
対
す
る
彼
ら
の
不
安
や
危
機
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
報
徳
役
所
の
日
記
記
録
者
が
「
鳴
~
呼
幸
星
の
頻

36
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り
な
る
は
何
ぞ
や
'
国
家
災
有
る
之
兆
乎
」
と
記
し
た
よ
う
に
'
頻

出
す
る
撃
屋
は
彼
ら
の
不
安
や
危
機
意
識
を
増
幅
す
る
役
割
を
果
た

し
た
に
違
い
な
い
。

最
後
に
、
こ
の
時
期
に
凶
兆
説
を
採
用
す
る
人
々
の
解
釈
が
、
自

然
災
害
を
超
え
て
国
家
の
問
題
へ
と
収
赦
し
て
い
-
方
向
性
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
西
野
宣
明
や
報
徳
役
所
の
日
記

に
そ
う
し
た
傾
向
が
明
瞭
に
見
て
取
れ
る
が
へ
　
そ
の
は
か
に
も

「
(
安
政
五
年
)
八
月
四
日
へ
夕
頃
よ
り
西
ノ
方
江
長
キ
星
相
見
得
、

(
中
略
)
　
近
年
打
続
キ
異
国
船
一
条
へ
　
或
は
諸
国
火
災
、
大
地
震
へ

出
水
等
在
之
へ
　
頃
日
は
江
戸
表
二
而
公
方
様
御
毒
さ
つ
ノ
様
子
も
有

之
、
国
家
乱
れ
ん
と
す
る
時
は
必
ず
ご
う
け
つ
有
之
儀
二
而
追
々
如

(
3
)

何
可
相
成
哉
と
寒
心
罷
在
候
」
と
の
恩
い
を
抱
い
た
青
森
の
町
名
主

伊
藤
彦
太
郎
祐
朝
や
'
西
野
宣
明
と
同
様
に
文
久
元
年
の
撃
星
を
ロ

(S)

シ
ア
に
よ
る
対
馬
占
領
の
兆
と
理
解
し
た
福
山
藩
儒
江
木
鰐
水
な
ど
、

枚
挙
に
暇
が
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
'
撃
星
の
出
現
は
国
家
の
危
機

を
意
識
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。

2
　
書
籍
を
参
照
し
な
い
人
々

本
節
で
は
、
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
を
扱
っ
た
風
聞
集
『
疫
病
雑
話

(
4
6
)

街
廼
夢
』
(
番
号
3
4
。
以
下
『
街
廼
夢
』
と
略
記
す
る
)
を
題
材
に
'

書
籍
を
参
照
し
な
い
人
々
が
撃
星
を
前
に
し
て
抱
い
た
葛
藤
や
選
択

を
描
き
出
し
て
み
た
い
。

『
街
廼
夢
』
　
の
著
者
畑
銀
鶏
　
(
銀
鶏
時
借
と
も
)
　
は
元
上
州
七
日

(
5
)

市
藩
医
。
狂
歌
作
者
・
戯
作
者
と
し
て
知
ら
れ
、
仮
名
垣
魯
文
は

「
此
里
は
文
人
と
戯
作
者
の
庇
問
に
在
」
　
っ
た
と
の
評
を
下
し
て
い

(
3
)る
。
『
国
書
総
目
録
』
　
で
確
認
で
き
る
三
十
六
点
の
著
作
の
中
に
は

『
養
蚕
図
解
』
　
と
い
う
養
蚕
書
も
あ
る
が
'
そ
の
他
の
書
名
か
ら
判

断
す
れ
ば
'
魯
文
に
よ
る
位
置
付
け
は
概
ね
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ

1

3

'

'

さ
て
'
『
街
廼
夢
』
　
は
コ
レ
ラ
流
行
と
同
時
期
に
出
現
し
た
撃
星

に
つ
い
て
二
つ
の
風
聞
を
収
録
し
て
い
る
。
一
つ
は
コ
レ
ラ
の
凶
兆

説
で
'
「
是
全
く
此
度
の
流
行
病
に
て
多
-
の
人
死
す
る
ゆ
ゑ
の
御

知
ら
せ
に
や
あ
ら
ん
ず
ら
ん
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は

け
い
せ
い

「
此
星
の
光
り
の
長
き
ハ
至
ツ
て
吉
兆
に
て
'
是
ハ
撃
星
に
ハ
あ
ら

ず
'
豊
年
を
し
ら
す
る
自
気
の
立
た
る
に
て
'
豊
年
星
と
い
ふ
物
な

り
と
い
へ
り
」
と
い
う
「
豊
年
星
」
説
で
へ
　
そ
の
根
拠
と
し
て
米
の

出
来
が
よ
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
コ
レ

ラ
の
凶
兆
説
も
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
し
て
流
布
L
へ
　
「
豊
年
星
」
　
の

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
競
合
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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銀
鶏
は
こ
の
二
説
に
評
を
加
え
て
い
る
。
ま
ず
、
凶
兆
説
に
対
し

(
八
月
)

て
は
「
然
る
に
此
二
十
四
日
と
晦
日
の
両
日
ハ
疫
病
の
甚
盛
ん
な

る
日
に
て
人
死
す
る
こ
と
百
を
も
て
数
ふ
と
聞
け
り
、
さ
れ
ハ
疫
病

J

・

・

:

・

p

盛
ん
な
る
と
き
ハ
撃
星
の
光
り
す
る
ど
く
し
て
t
　
等
木
を
引
く
こ
と

至
ツ
て
長
-
、
又
光
り
の
か
す
か
な
る
と
き
人
死
す
る
こ
と
少
な
し
へ

是
又
奇
に
し
て
議
論
の
あ
る
べ
き
処
也
」
　
と
述
べ
、
「
撃
星
」
　
と
コ

レ
ラ
に
関
連
を
見
出
す
。
そ
の
上
で
「
阿
蘭
陀
の
説
に
て
ハ
撃
星
ハ

常
に
い
つ
る
星
に
て
、
何
に
て
も
吉
凶
に
か
ゝ
は
り
た
る
こ
と
に
ハ

あ
ら
す
と
の
こ
と
」
と
西
洋
近
代
天
文
学
に
も
言
及
す
る
。
し
か
し

「
唐
土
に
て
も
日
本
に
て
も
此
星
い
づ
る
と
き
ハ
吉
兆
に
あ
ら
ざ
る

こ
と
ハ
往
々
人
の
し
る
処
」
　
で
'
「
撃
星
あ
ら
は
る
ゝ
と
き
洪
水
餓

(

マ

マ

)

　

　

　

　

　

　

　

(

マ

マ

)

鍾
疫
病
争
戦
等
の
起
り
し
こ
と
枚
挙
す
る
に
蓮
」
が
な
い
o
　
よ
っ

て
　
「
漠
国
日
本
に
て
ハ
此
星
ハ
余
り
よ
ろ
こ
ぼ
し
き
は
し
に
ハ
あ
ら

す
」
と
し
て
'
西
洋
近
代
天
文
学
の
当
星
観
は
却
下
し
て
い
る
。

一
方
へ
　
「
豊
年
星
」
説
に
つ
い
て
は
　
「
或
人
い
ふ
'
当
年
の
壁
星

ハ
決
し
て
真
の
撃
星
に
あ
ら
す
う
　
全
く
白
気
の
た
な
び
く
に
て
、
こ

れ
ハ
豊
年
星
也
と
の
説
ハ
い
よ
/
1
さ
に
あ
ら
は
歓
は
し
き
事
に
な

ん
」
　
と
述
べ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
「
豊
年
星
」
　
で
あ
る
可
能
性
は

否
定
し
な
い
も
の
の
へ
　
コ
レ
ラ
の
凶
兆
と
い
う
の
が
銀
鶏
の
結
論
な

の
だ
ろ
う
。

銀
鶏
が
こ
の
吟
味
の
過
程
に
お
い
て
書
籍
を
検
討
し
た
形
跡
は
見

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
書
籍
の
説
を
持
ち
出
し
て
他
の
説
を
否
定
す
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
漠
国
日
本
」
　
の
説
・
「
阿
蘭
陀
」

の
説
・
「
豊
年
星
」
説
の
三
説
の
い
ず
れ
か
が
正
統
的
・
特
権
的
な

地
位
に
あ
る
の
で
は
な
-
'
対
等
な
立
場
か
ら
三
者
に
検
討
が
加
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
説
を
現
実
に
適
用
し
た
結

果
、
コ
レ
ラ
流
行
と
い
う
事
態
に
最
も
合
致
す
る
「
漠
国
日
本
」
　
の

説
が
選
択
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

銀
鶏
が
耳
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
こ
の
年
の
米
の
出
来
は
よ

か
っ
た
と
い
う
か
ら
へ
　
コ
レ
ラ
が
流
行
し
て
い
な
け
れ
ば
多
-
の
地

域
で
「
稲
星
」
説
が
採
用
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
推
測
は
'
番

号
3
2
の
　
『
柚
日
記
』
及
び
番
号
3
6
の
　
『
草
刈
玄
水
暦
書
込
日
誌
』
　
に

よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
記
録
者
も
「
此
星
初
メ
ハ
稲
星

(S)

ト
云
リ
'
凶
星
也
」
　
「
一
統
稲
星
ト
唱
へ
候
へ
　
大
凶
事
ノ
シ
ル
シ
ト

(&)

追
々
勘
弁
ス
」
　
と
当
初
の
　
「
稲
星
」
　
を
　
「
凶
星
」
　
「
大
凶
事
ノ
シ
ル

シ
」
に
改
め
て
い
る
。
記
録
者
た
ち
の
具
体
的
な
再
解
釈
の
過
程
に

ま
で
踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
'
コ
レ
ラ
と
い
う
得
体
の
知
れ

な
い
病
気
に
人
々
が
次
々
と
舞
れ
る
状
況
と
　
「
撃
星
」
を
コ
レ
ラ
の

凶
兆
と
す
る
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
が
合
致
す
る
た
め
に
解
釈
を
転
じ
た
の

だ
ろ
う
。
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(221)書籍とフォークロア

こ
う
し
て
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
の
衝
撃
は
「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
を
圧
倒
し
へ
人
々
の
撃
星
の
解
釈
を
コ
レ
ラ
の
凶
兆
説
一
色
に

染
め
上
げ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
次
に
出
現
し
た
文
久

元
年
の
撃
星
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
安
政
五
年

(
安
政
五
年
)

に
　
「
凶
屋
」
　
へ
と
解
釈
を
転
じ
た
　
『
柚
日
記
』
　
の
場
合
へ
　
「
午
　
ノ

コ
ロ
-
之
節
ハ
尾
先
少
シ
曲
り
て
居
り
打
刀
の
如
シ
、
此
度
之
星
ハ

(
マ
マ
)
(
安
政
五
年
)

尾
直
也
」
(
五
月
二
十
八
日
条
)
・
「
去
々
午
年
ノ
秋
ト
ウ
病

(
節
脱
カ
)

之
出
シ
星
二
同
じ
」
　
(
同
二
十
九
日
条
)
　
と
い
う
具
合
に
'
安
政
五

年
の
コ
レ
ラ
と
彗
星
の
関
連
を
前
提
に
し
て
今
回
の
撃
星
を
理
解
し

(K)

よ
う
と
し
て
い
る
。
『
袖
日
記
』
　
の
筆
者
横
関
弥
兵
衛
と
同
様
に
、

撃
星
を
目
に
し
て
三
年
前
の
コ
レ
ラ
の
記
憶
が
建
っ
た
人
々
は
多

か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

だ
が
l
方
で
'
紀
州
藩
藩
校
学
習
館
で
督
学
を
務
め
た
川
合
梅
所

の
妻
小
梅
は
次
の
よ
う
な
光
景
を
伝
え
る
。

○
(
文
久
元
年
五
月
)
廿
四
日
の
夜
よ
り
'
北
よ
り
た
つ
み
之

方
へ
四
五
間
ほ
う
き
星
み
ゆ
。
(
中
略
)
　
ほ
う
年
星
也
杯
言
て

悦
ぶ
者
も
稀
に
は
有
。
此
ご
ろ
の
下
せ
つ
に
は
'
公
方
様
を

(

専

等

)

ど
く
が
い
し
奉
り
た
る
と
言
者
も
有
。
(
中
略
)

天
子
に
御
う
ら
な
ひ
有
之
処
へ
先
不
宜
へ
大
地
し
ん
か
大
雨
へ

い
づ
れ
御
つ
1
し
み
と
の
事
の
よ
し
。
か
る
き
者
ら
ほ
ほ
う
年

星
と
唱
へ
'
菓
子
う
り
杯
ほ
う
年
踊
り
し
て
う
り
あ
る
く
。

こ
の
彗
星
を
「
ほ
う
き
星
」
と
す
る
小
梅
白
身
は
将
軍
毒
害
・
地

震
・
大
雨
な
ど
の
凶
兆
で
あ
る
可
能
性
を
疑
っ
て
い
る
模
様
だ
が
'

「
か
る
き
者
」
　
た
ち
は
　
「
ほ
う
年
星
」
　
と
唱
え
て
　
「
ほ
う
年
踊
り
」

を
踊
っ
た
と
い
う
。
こ
の
年
に
　
「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
が
広

ま
っ
た
の
は
和
歌
山
に
限
ら
ず
'
江
戸
(
番
号
　
　
3
)
　
京
都

(
番
号
ァ
ァ
)
　
陸
奥
(
番
号
4
2
)
　
で
も
「
稲
星
」
　
や
「
豊
年
星
」
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
'
豊
年
な
の
で
こ
れ
は
「
宜
は
し
様
」

(S)

で
は
な
い
か
と
自
ら
推
測
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
　
(
番
号
4
 
1
)
。
構

関
弥
兵
衛
の
よ
う
に
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
流
行
を
受
け
て
凶
兆
視
す

る
よ
う
に
な
っ
た
人
々
は
確
か
に
存
在
し
た
も
の
の
へ
　
「
稲
星
」
　
の

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
は
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
を
経
て
も
消
滅
す
る
こ
と
な

く
へ
　
再
び
人
々
の
心
を
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

列
強
接
近
や
揺
れ
動
-
政
治
情
勢
、
そ
し
て
何
よ
り
も
コ
レ
ラ
の

流
行
と
い
う
事
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
凶
兆
説
で
は
な
-
「
稲
星
」

説
を
採
っ
た
人
々
が
存
在
し
た
こ
と
に
驚
き
を
禁
じ
え
な
い
が
へ
　
こ

の
こ
と
ば
へ
彼
ら
の
関
心
が
国
家
の
大
事
よ
り
も
作
物
の
豊
凶
に

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
'
彼
ら
に

と
っ
て
は
切
実
な
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
井
上
勝
生
氏
は
え
え

じ
ゃ
な
い
か
に
排
外
的
ナ
シ
ョ
ナ
-
ズ
ム
を
み
る
見
解
に
疑
問
を
呈
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し
て
い
る
が
'
氏
の
見
解
は
、
幕
末
の
民
衆
の
一
部
が
　
「
稲
星
」
説

を
採
用
し
、
当
星
に
ナ
シ
ョ
ナ
-
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
意
味
を
見
出
さ
な

か
っ
た
事
実
と
通
底
す
る
。
え
え
じ
ゃ
な
い
か
　
(
地
域
に
よ
っ
て
は

豊
年
踊
り
と
呼
ば
れ
た
)
　
が
爆
発
的
に
広
ま
り
え
た
の
も
'
近
世
後

期
に
　
「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
が
民
衆
の
間
に
定
着
し
て
い
た
が

故
だ
ろ
う
。お

わ
リ
に

「
撃
星
」
を
凶
兆
と
す
る
書
籍
の
説
を
疑
問
視
し
、
「
稲
星
」
　
へ
と

傾
い
て
い
っ
た
太
刀
川
喜
右
衛
門
の
事
例
は
'
豊
作
と
い
う
現
実
・

「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
広
範
な
流
布
・
「
今
太
平
の
御
代
」

と
い
う
時
代
認
識
に
規
定
さ
れ
た
歴
史
的
な
産
物
で
あ
っ
た
。
書
籍

の
説
-
凶
兆
に
合
致
す
る
出
来
事
が
実
際
に
生
じ
て
い
た
幕
末
期
に

は
喜
右
衛
門
の
よ
う
な
事
例
が
存
在
し
た
可
能
性
は
極
め
て
低
く
'

こ
れ
は
文
化
八
年
と
い
う
時
代
に
特
有
の
事
例
で
あ
る
と
評
価
で
き

よ
う
.
1
方
で
、
管
見
で
は
他
の
事
例
を
見
出
し
え
て
い
な
い
も
の

の
へ
豊
作
に
恵
ま
れ
た
明
和
六
年
や
文
化
八
年
に
は
喜
右
衛
門
と
同

様
の
事
態
が
出
来
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
今
後
さ
ら

な
る
史
料
の
発
掘
を
期
し
た
い
。

本
稿
で
検
討
し
た
様
々
な
事
例
が
示
す
よ
う
に
も
近
世
の
人
々
は

撃
星
に
関
し
て
　
「
撃
星
」
　
(
-
凶
兆
。
書
籍
に
由
来
す
る
場
合
も
あ

れ
ば
'
『
街
廼
夢
』
　
の
よ
う
に
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
化
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
)
・
「
稲
星
」
　
(
-
吉
兆
)
　
と
い
う
複
数
の
情
報
を
有
L
へ
　
時

に
は
葛
藤
を
伴
い
つ
つ
も
現
実
に
対
応
し
て
柔
軟
な
解
釈
を
下
し
て

い
る
。
彼
ら
は
決
し
て
書
籍
や
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
鵜
呑
み
に
し
た
わ

け
で
は
な
く
へ
喜
右
衛
門
の
よ
う
に
書
籍
の
説
を
否
定
し
て
民
俗
的

な
も
の
を
選
択
す
る
ケ
ー
ス
す
ら
存
在
し
た
。
「
民
俗
か
ら
書
籍
へ
」

と
い
う
流
れ
で
は
捉
え
き
れ
な
い
複
雑
な
動
向
が
近
世
社
会
に
は
み

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
今
後
は
撃
星
以
外
の
題
材
も
含
め
て
個
々
の
事

例
を
追
究
し
、
書
籍
と
民
俗
的
な
も
の
と
が
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
形
成
に

果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
そ
の
ほ
か
三
点
の
課
題
を
述
べ
て
、
結
び
と
し
た
い
。

ま
ず
第
一
に
、
本
稿
で
は
階
層
性
の
問
題
を
十
分
に
組
み
込
む
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
稲
星
」
を
　
「
愚
民
」
　
や
　
「
世
俗
」
　
の
も
の

と
す
る
記
録
に
み
ら
れ
る
通
り
、
民
俗
的
な
事
象
に
対
す
る
視
線
に

は
階
層
性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
裏
を
返
せ
ば
書
籍
は
権
威
性
・
正

統
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
書
籍
が
受
容
さ
れ
る
こ

'If:i

と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
要
素
も
含
み
こ
ん
だ
総
合
的
な
把
握
が
な

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

次
に
へ
本
稿
は
幕
末
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
た
が
'
当
然
の
こ
と
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な
が
ら
へ
　
明
治
以
降
も
撃
星
は
出
現
し
て
い
る
。
果
た
し
て
近
代
的

撃
星
観
は
'
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
し
て
定
着
し
た
の
だ
ろ
う
か
o

明
治
十
年
(
一
八
七
七
)
　
に
　
「
西
郷
星
」
が
出
現
し
た
と
噂
さ
れ
た

よ
う
に
も
　
明
治
に
入
っ
て
も
な
お
へ
近
代
的
な
天
文
観
が
定
着
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
も
し

ば
ら
く
の
間
は
生
き
続
け
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
近
代

的
撃
星
観
の
受
容
と
　
「
稲
星
」
消
滅
ま
で
の
道
の
り
を
跡
づ
け
た
上

で
、
改
め
て
　
「
稲
星
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
考
え
て
み
た
い
。

同
様
に
'
「
稲
星
」
　
以
前
に
つ
い
て
も
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
近
世
前
期
の
民
衆
は
彗
星
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
.

そ
し
て
そ
こ
か
ら
い
か
な
る
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
他
日
を
期
し
た
い
と
思
う
。

(
-
)
　
同
埜
星
に
つ
い
て
は
吉
田
忠
　
「
文
化
八
年
撃
星
考
」
　
(
『
東
北
大

学
文
学
部
研
究
年
報
』
第
二
〇
号
、
一
九
六
九
年
)
参
照
。

(
2
)
　
『
小
千
谷
市
史
　
史
料
集
』
　
(
小
千
谷
市
教
育
委
員
会
へ
一
九
七

二
年
)
七
六
～
八
頁
。
綱
川
歩
美
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

(
3
)
　
松
永
靖
夫
「
解
題
」
　
(
『
日
本
農
書
全
集
3
6
　
地
域
農
書
-
』
農

山
漁
村
文
化
協
会
へ
一
九
九
四
年
)
。

(
4
)
　
横
田
冬
彦
　
「
益
軒
本
の
読
者
」
　
(
横
山
俊
夫
編
　
『
員
原
益
軒
』

平
凡
社
へ
一
九
九
五
年
)
　
三
四
二
頁
。

(
5
)
　
混
乱
を
避
け
る
た
め
へ
当
時
の
史
料
に
現
れ
る
用
語
は
「
聾

星
」
「
帯
星
」
「
稲
星
」
　
の
よ
う
に
「
　
」
付
き
で
表
記
L
へ
今
日
の

視
点
に
基
づ
い
て
撃
星
に
言
及
す
る
場
合
は
　
「
　
」
な
し
で
撃
星
と

表
記
す
る
。

(
6
)
　
塚
本
学
　
「
民
俗
の
変
化
と
権
力
」
　
(
『
近
世
再
考
』
　
日
本
エ
デ
ィ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
一
九
八
六
年
)
。
同
「
民
衆
知
と
文
字
文
化
」

(
『
都
会
と
田
舎
』
平
凡
社
、
1
九
九
1
年
)
O

(
7
)
　
小
池
淳
l
　
「
生
活
知
識
の
近
世
的
l
形
態
-
『
寛
永
九
年
板
大

雑
書
』
　
の
位
置
-
」
(
『
文
径
論
叢
』
第
二
十
九
巻
第
三
号
、
一
九
九

四
年
)
。
同
「
民
俗
書
誌
論
」
　
(
須
藤
健
一
編
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
歩
く
』
　
嵯
峨
野
書
院
、
一
九
九
六
年
)
。
同
　
「
東
方
朔
日
耕
-
近

世
陰
陽
道
書
の
読
書
態
様
と
そ
の
意
義
1
」
　
(
『
人
文
社
会
論
叢
』
人

文
科
学
篇
第
三
号
へ
一
九
九
九
年
)
。
同
　
「
書
き
伝
え
の
民
俗
-
陰

陽
道
書
の
展
開
と
再
生
-
」
　
(
『
信
濃
』
第
五
十
三
巻
第
一
号
へ
　
二
〇

〇
一
年
)
。

(
8
)
　
『
野
宮
定
晴
日
記
』
　
四
十
八
　
(
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
)
。
『
八
椀

御
記
』
　
二
十
八
　
(
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
写
本
)
。
な
お
へ

公
家
社
会
に
お
け
る
撃
星
観
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
o

(
9
)
　
『
野
営
定
晴
日
記
』
四
十
八
へ
　
明
和
六
年
七
月
二
十
九
日
条
。

(
2
)
　
『
大
和
国
庶
民
記
録
　
堀
内
長
玄
覚
書
・
井
上
次
兵
衛
覚
書
』

(
清
文
堂
出
版
、
1
九
九
三
年
)
　
l
四
五
頁
。
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(
‖
)
　
『
石
巻
の
歴
史
第
九
巻
　
資
料
編
三
近
世
編
』
　
(
石
巻
市
、
1
九

九
〇
年
)
　
六
七
五
百
。
な
お
へ
　
同
年
代
記
に
つ
い
て
は
　
『
日
本
農
書

全
集
6
7
　
災
害
と
復
興
2
』
　
(
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
1
九
九
八
年
)

に
難
波
信
雄
氏
に
よ
る
詳
細
な
解
題
が
あ
る
。

(
2
)
　
『
美
濃
加
茂
市
史
　
史
料
編
』
　
(
美
濃
加
茂
市
へ
一
九
七
七
年
)

八
八
七
頁
。

(
2
)
　
『
兼
番
公
記
』
二
百
十
一
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
膳
写

本
)
寛
保
二
年
二
月
十
四
日
条
。

(
2
)
　
『
兼
番
公
記
』
二
百
十
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
)

寛
保
二
年
二
月
十
二
日
条
。

(
2
)
　
『
吾
川
郡
鹿
敷
村
庄
屋
所
助
家
記
』
(
『
土
佐
国
史
料
集
成
　
南

路
志
』
第
十
巻
、
高
知
県
立
図
書
館
へ
一
九
九
七
年
)
　
二
四
五
頁
。

(
2
)
　
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
十
五
巻
　
都
市
風
俗
』
　
(
三
一
書

房
へ
　
1
九
七
1
年
)
　
二
頁
.

(
」
)
　
た
だ
し
へ
　
東
北
の
花
巻
近
辺
で
は
　
「
世
人
稲
星
ト
唱
へ
　
世
上
替

無
へ
　
作
毛
存
分
ナ
ラ
ス
」
　
と
い
う
記
録
が
あ
り
　
(
『
花
巻
市
史
　
資

料
編
　
(
矢
沢
地
区
地
方
文
書
其
之
一
)
』
　
花
巻
市
教
育
委
員
会
へ
一

九
九
1
年
、
三
九
頁
)
へ
全
国
l
律
に
豊
作
に
恵
ま
れ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。

(
2
)
　
『
近
江
国
鏡
村
玉
民
家
永
代
帳
』
　
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

八
年
)
　
二
二
五
頁
。

(
2
)
　
『
近
世
庶
民
生
活
史
料
　
藤
岡
屋
日
記
』
第
一
巻
　
(
三
一
書
房
、

一
九
八
七
年
)
一
二
三
頁
。

(
ァ
)
『
父
の
終
蔦
日
記
・
お
ら
が
春
他
こ
局
』
(
岩
波
文
庫
へ
1
九

九
二
年
)
二
五
八
～
六
〇
頁
。

(
」
)
『
名
古
屋
叢
書
三
編
第
十
四
巻
金
明
録
-
猿
狽
庵
日
記
-
』

(
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
へ
一
九
八
六
年
)
四
〇
一
貢
。

『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
四
城
下
町
篇
Ⅱ
』
(
学
習
研
究
社
へ

一
九
七
六
年
)
六
三
六
頁
。

『
浪
速
叢
書
第
五
摂
陽
奇
観
其
五
』
(
浪
速
叢
書
刊
行
会
へ
一

九
二
八
年
)
三
二
七
頁
。

(
3
)
『
鶴
屋
南
北
全
集
』
第
四
巻
(
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
)
四

六
〇
貢
。

『
近
江
B
B
]
鏡
村
玉
尾
家
永
代
帳
』
二
三
五
頁
。

『
名
古
屋
叢
書
三
編
第
十
四
巻
金
明
録
-
猿
猿
庵
日
記
-
』

二
〇
九
頁
。

同
前
、
二
六
八
頁
。

『
浪
速
叢
書
第
五
摂
陽
奇
観
其
五
』
三
九
四
頁
及
び
四
三
二

a(
ァ
3
)
織
茂
三
郎
「
解
題
」
(
『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
四
城
下
町

篇
Ⅱ
』
)
0

/
"
O
N

v
c
o
)
鈴
木
瑛
一
「
水
戸
藩
に
お
け
る
国
学
者
の
立
場
-
西
野
宣
明
の

場
合
I
」
(
『
国
学
思
想
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二

i
t
r
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(
5
5
)
　
『
松
宇
日
記
』
　
二
十
二
　
(
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
)
　
嘉
永
六
年

七
月
十
七
日
条
。

『
松
宇
日
記
』
　
三
十
八
　
(
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
)
　
安
政
五
年

八
月
十
五
日
条
。
以
下
へ
安
政
五
年
の
記
事
は
同
書
に
よ
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
　
上
巻
　
(
東
京
美
術
へ
一
九
七
〇
年
)
　
三
〇

頁
。

(
3
)
　
本
稿
で
は
　
『
節
用
集
大
系
』
第
八
十
一
巻
　
(
大
空
社
へ
一
九

九
五
年
)
　
の
影
印
本
　
(
享
保
二
年
　
八
一
七
一
七
)
　
村
上
平
楽
寺
蔵

版
)
　
を
参
照
し
た
。

K
e
n
)
　
「
撃
星
」
　
の
項
の
書
名
が
　
『
合
類
大
節
用
集
』
は
『
史
記
註
』
、

『
松
宇
日
記
』
　
は
　
『
史
記
』
　
と
な
っ
て
い
る
か
へ
　
こ
れ
は
宣
明
が
書

写
時
に
書
き
落
と
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

(
g
)
　
『
松
宇
日
記
』
　
四
十
八
　
(
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
)
　
文
久
元
年

五
月
二
十
五
日
条
。
以
下
へ
文
久
元
年
の
記
事
は
同
書
に
よ
る
。

(
」
)
　
五
月
二
十
五
日
条
に
あ
る
　
「
当
時
対
州
魯
夷
上
陸
」
を
指
す
。

こ
の
当
時
、
ロ
シ
ア
軍
艦
ポ
サ
ド
ニ
ッ
ク
号
に
よ
っ
て
対
馬
の
芋
崎

が
占
拠
さ
れ
て
い
た
。

v
c
o
)
　
「
豊
年
星
」
と
の
名
称
は
嘉
永
六
年
に
初
め
て
現
れ
る
(
表
一

参
照
)
.
こ
れ
は
　
「
稲
屋
」
　
と
天
保
十
年
　
(
一
八
三
九
)
　
に
大
流
行

し
た
　
「
豊
年
踊
り
」
が
結
び
つ
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、

「
稲
星
」
　
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
1
　
つ
と
考
え
て
お
き
た
い
。
「
豊
年
踊

り
」
　
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
伸
三
「
天
保
十
年
京
都
豊
年
踊
り
考
」

(
西
山
松
之
助
先
生
古
希
記
念
全
編
『
江
戸
の
民
衆
と
社
会
』
士
口
川

弘
文
館
へ
一
九
八
五
年
)
参
照
。

K
c
o
)
　
『
幕
末
維
新
京
都
町
人
日
記
　
-
高
木
在
中
日
記
-
』
　
(
清
文
堂

出
版
へ
.
一
九
八
九
年
)
九
八
頁
。

(
3
)
　
『
和
漢
三
才
図
会
』
上
巻
、
三
〇
百
。

(
5
0
　
『
二
宮
尊
徳
全
集
』
第
三
十
四
巻
(
二
宮
尊
徳
偉
業
宣
揚
会
へ

l
九
三
l
年
)
　
六
二
頁
.

『
土
佐
群
書
集
成
第
二
十
二
巻
　
真
覚
寺
日
記
二
』
　
(
高
知
市
立

市
民
図
書
館
へ
　
1
九
七
〇
年
)
　
二
八
頁
。

西
野
宣
明
は
八
月
七
日
の
時
点
で
既
に
　
「
蛮
夷
疫
病
」
　
の
風
聞

を
耳
に
し
て
い
る
。
報
徳
役
所
日
記
の
場
合
へ
　
「
幸
星
」
　
E
r
l
撃
の
翌

日
に
　
「
当
時
流
行
之
病
気
」
と
の
文
言
が
現
れ
る
が
、
コ
レ
ラ
に
つ

い
て
の
情
報
は
そ
れ
以
前
に
入
手
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の

上
で
、
両
者
と
も
　
「
聖
星
」
　
「
李
星
」
　
を
コ
レ
ラ
と
結
び
付
け
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
彼
ら
は
コ
レ
ラ
流
行
が
な
く
と

も
、
高
木
在
中
や
井
上
静
照
と
同
様
凶
兆
説
を
採
用
し
た
こ
と
だ
ろ

う
。

(
5
)
　
『
青
森
市
史
第
七
巻
　
資
料
編
I
』
　
(
国
書
刊
行
会
へ
一
九
八
二

年
)
　
三
一
八
頁
。

(
3
)
　
『
江
木
鰐
水
日
記
』
上
　
(
岩
波
書
店
へ
一
九
三
四
年
)
　
三
〇
四

1--'jnT

(
S
)
　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。
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(
S
O
長
友
千
代
治
「
解
題
」
(
中
村
幸
彦
・
長
友
千
代
治
編
『
浪
花

の
噂
話
』
汲
古
書
院
へ
二
〇
〇
三
年
)
四
八
六
百
。

(
3
)
丸
山
季
夫
「
解
題
」
(
『
日
本
随
筆
大
成
』
(
第
二
期
)
2
0
へ
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
)
一
〇
頁
。

(
3
0
『
柚
日
記
(
八
番
・
九
番
)
』
(
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
、
二
〇

〇
〇
年
)
四
二
頁
。

(
g
)
『
新
編
中
新
田
町
史
』
上
巻
(
中
新
田
町
、
1
九
九
七
年
)
七

四
五
頁
。
本
史
料
の
存
在
は
「
仙
台
藩
天
文
学
史
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
‥
＼
＼
m
よ
o
n
c
h
a
n
.
h
p
.
i
n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p
＼
i
n
d
e
x
.
h
t
m
(
二
〇

〇
五
年
五
月
三
十
一
日
現
在
)
に
教
え
ら
れ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

(
S
)
『
抽
日
記
(
拾
番
)
』
(
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
)

四
八
頁
。
筆
者
は
駿
河
国
富
士
郡
大
宮
町
で
酒
造
業
を
営
む
構
関
家

の
九
代
弥
兵
衛
で
あ
る
。

『
小
梅
日
記
』
l
(
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
)
二
六
四
M
-

/
c
o
N

K
m
)
『
小
浜
市
史
諸
家
文
書
編
四
』
(
小
浜
市
役
所
、
一
九
八
七

年
)
六
七
五
頁
。

(
S
)
　
井
上
勝
生
『
日
本
の
歴
史
第
1
8
巻
　
開
国
と
幕
末
変
革
』
(
請

談
社
へ
　
二
〇
〇
二
年
)
　
三
六
四
～
五
頁
。

横
田
前
掲
論
文
。
同
「
近
世
村
落
社
会
に
お
け
る
　
(
知
)
　
の
問

題
」
　
(
『
ヒ
ス
ト
-
ア
』
　
l
五
九
へ
　
1
九
九
八
年
)
.

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
'
第
十
七
回
「
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
」
研
究
会

(
二
〇
〇
五
年
五
月
十
四
日
)
　
に
お
け
る
報
告
に
基
づ
い
て
執
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。
御
意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

44

1
0
〇
五
年
五
月
三
l
日
受
稿

一
〇
〇
五
年
六
月
一
七
日

レ
フ
ェ
リ
ー
の
審
査

を
へ
て
掲
載
決
定

(
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)


